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作成にあたって 

 

平成２４年１２月２０日に市立小学校の児童が食物アレルギーを起因とするアナフィラ

キシーショックにより亡くなってから１０年。 

事故後，事故検証委員会及び再発防止検討委員会を立ち上げ，なぜ救えなかったのか，

どうすればよかったのか，多くの方々に御協力・御助言をいただき検討を重ねて来ました。 

平成２５年に「食物アレルギー事故再発防止に向けた取組方針」を策定し，学校給食の

食物アレルギーに関する基本的な考え方と対応方針を示し，その中で，重点的な取組とし

て「マニュアルの策定」を掲げました。 

これに基づき，平成２６年に「調布市立学校食物アレルギー対応マニュアル」を策定し，

学校，教職員が不安に感じることなく，適切に対応するための指針として，事故防止と緊

急対応を柱とした市統一の食物アレルギーへの対応を示しました。 

こうした対策によって，小・中学校で食物アレルギー対応が必要な児童・生徒が，原因

食物を喫食したことで体調を崩すという事案は極めて少なくなりましたが，一定の体制が

整った今，重要なのは一人ひとりが事故を忘れない，風化させないという思いを強く持ち

続けることです。 

なぜ，これまで調布市医師会をはじめ多くのアレルギー専門医や学校関係者と検討を重

ね，様々な対策に取り組んできたのか。 

そこには，１人の児童を救えなかったという事実があることを忘れてはなりません。 

ここにまとめた１０年のあゆみが，調布市のみならず他の自治体ひいては全国で取組の

礎となることを切に願います。 

 

       

令和４年１２月  調布市教育委員会   

教育長 大和田 正治 

 

 

 

 
 



 



 

 目 次   ※個人名については同意を得て掲載しております。                          
 

１ はじめに 

  事故概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

２ これまでの取組 

(1) 取組経過 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

(2) 食物アレルギー事故再発防止に向けた取組方針 ・・・・・・・・・・ ５ 

(3) 計画への位置付け ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

(4) アレルギー疾患のある児童・生徒数の推移・・・・・・・・・・・・・ ８ 

(5) 原因食物（アレルゲン）の推移  

ア 小学校（児童） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 

イ 中学校（生徒） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０  
３ 食物アレルギー対応【事故防止】 

(1) 調布市立学校食物アレルギー対応マニュアル ・・・・・・・・・・・ １１ 

(2) 市立学校での対応  

ア アレルギー相談 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２ 

イ 専用トレイ・食器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 

ウ 除去対応食，対応カード，対応献立表 ・・・・・・・・・・・・・ １４ 

エ 食物アレルギー対応専用調理室・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 

(3) 食物アレルギー対応訪問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６ 

(4) 各種研修 

 ア 基礎研修 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７ 

イ 職層・専門研修 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８ 

４ 緊急時の対応【緊急対応】 

(1) アレルギー対応ホットライン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９ 

(2) エピペン○Ｒ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１ 

(3) ヒヤリ・ハットレポート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２  
５ 食物アレルギーに関する指導・普及啓発   ・・・・・・・・・・・ ２３ 

 
６ 食物アレルギー対策に係る検討会議 

(1) 調布市食物アレルギー医療・教育連携会議 ・・・・・・・・・・・・ ２４ 

(2) ホットライン運営会議 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４ 

(3) 食に関する検討委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５  
７ 今後に向けた取組課題及び方向性   ・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 

 
８ 巻末 

(1) 食物アレルギー対策１０年の主な取組（年表） ・・・・・・・・・・ ２７ 

(2) アレルギー疾患対策基本法（平成二十六年法律第九十八号） ・・・・ ２９ 

(3) 調布市教育委員会によるコメント ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２ 

(4) 日本アレルギー学会・世界アレルギー機構理事長からのメッセージ ・  ３３ 

(5) 東京慈恵会医科大学附属第三病院からのメッセージ ・・・・・・・・  ３４ 

(6) 公益社団法人調布市医師会からのメッセージ ・・・・・・・・・・・ ３５ 

(7) 御遺族からのメッセージ   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３６   



- 1 - 

１ はじめに 

 

事故概要 ※「調布市立学校児童死亡事故検証結果報告書(平成 25 年 3月)」一部抜粋 
 

平成２４年１２月２０日（木）午後１時２２分頃，給食後に体調を悪くした調布市立富士見台小 

学校５年２組の女の子（以下「Ｓさん」という。）が救急搬送され，午後４時２９分死亡が確認された。 

行政解剖の結果，死因は食物アレルギーによるアナフィラキシーショックということであった。 
 
 
 

ア 発 生 日 平成２４年１２月２０日（木） 

イ 発生場所 調布市立富士見台小学校３階 ５年２組教室及び５年２組教室前トイレ 

ウ 経  過 （時刻の（ ）書きは想定時間，★は確定時間） 
 

時間割 時刻 担 任 養護教諭 校 長 その他教員等 

12:15 

給食 

時間 

 

  [5-2 教室]       

（12:17） 

除去食をＳさんに調理員

が渡しているのを見た。 

 

      

  （12:45 頃） 

じゃがいもチヂミが残っ

ているのを見る。「食べる

人いない？」等と声をかけ

ながら，教室内をバットを

持った状態で歩き，「ほし

い」と要求した児童に対し

て配った。 

      

  （12:50 頃） 

Ｓさんの席のななめ前に

差しかかったところで，Ｓ

さんから「欲しいです」と

の声があり，1/4 にしたチ

ヂミを配り，教卓に戻る。 
 

      

12:55 

給食 

終了 

 

昼休み 

（12:57） 

「ごちそうさま」と言って

給食終了 

      

  

昼休みは，教室の自席で作

業していた。 

      

  

（13:05 頃） 

Ｓさんと当該クラスのＡ

さんほか２～3人と教卓

のところで数分間会話し

た。 
 

      

  （13:15 前） 

当該クラスのＢ君とＣ君

が教室の後方に移動した

自分の席で，まだ給食を食

べていたので，Ｂ君の机の

横に立ち指導していた。 
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時間割 時刻 担 任 養護教諭 校 長 その他教員等 

13：15 

昼休み 

終了 

 

（13:15 頃）         

（13：22） Ｓさんから「先生，気持ち

が悪い」との訴えがあり，

Ｓさんのそばに移動した。 

 

     

掃除 

時間 
（13：24） 

養護教諭を呼ぶように，そ

ばにいたＤ君に依頼 

 

      

  

（13：25） 

食物アレルギーの可能性

を考え，エピペンを打つこ

とを考え，ランドセルから

エピペンを取り出し，「こ

れ打つのか？」とＳさんに

尋ねる。 

 

[保健室] 

Ｄ君が保健室に来

て，担任が呼んで

いると言うので，

３階の５－２教室

へ向かう。 

  

  

  
（13：28） 

（13：29） 

養護教諭が到着後，救急車

を要請するために職員室

へ 

[5-2 教室] 

息が苦しそうで吸

入器がうまくいか

ない様子を見て，

Ｓさんに「救急車

呼ぼうね」と言っ

た。 

 

    

  （13：30） 

[職員室] 

校長へ報告し，救急車を要

請していいか尋ねる。 

[5-2 教室] 

Ｓさんが「トイレ

に行きたい」と言

ったので，トイレ

に行く必要がある

と判断し，背負っ

て３Ｆ女子トイレ

へ向かう。 

 

[職員室] 

担任からＳさんが喘

息が強く出ているた

め，救急車を要請し

てよいか尋ねられた

ため，要請するよう

に指示をした。 

 

  

  ★13：31 

[職員室] 

119 番通報をする。 

[３Ｆ女子トイレ] 

トイレに入ってす

ぐ左にある最も大

きい個室に入り，

便座に座らせた。

本人の名前を呼ん

だが返事がなかっ

たので，何度も名

前を呼び，Ｓさん

の胸部を左手で叩

いた。 

 

  [4-2 教室]Ｈ教諭 

4-2 男子児童から「トイレで倒れ

ている人がいる」「先生はいな

いようだ」との話を聞き３Ｆ女

子トイレへ向かう。 

13：32 

掃除 

終了 

（13：32） 

[事務室] 

おかわり表を栄養士に確

認しに事務室へ行き，おか

わり表を見せてください

と尋ねた。 

おかわり表を確認すると，

じゃがいものチヂミはお

かわりできないことを知

り，「僕が食べさせてしま

いました。」と言った。 

  

[保健室] 

Ｓさんが保健室にい

ると思い，１Ｆ保健

室へ 

[事務室]栄養士 

担任が「チヂミ食べてよかった

のですか？」と事務室に入って

きた。私はダメだよと答える。 

[職員室]Ｊ教諭 

職員室にて，掃除のチェックを

行っていた。 

[３Ｆ女子トイレ]Ｈ教諭 

養護教諭がＳさんに声をかけて

いた様子をみる。 
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時間割 時刻 担 任 養護教諭 校 長 その他教員等 

  （13：33） 

 

[３Ｆ女子トイレ] 

スクールサポータ

ーが来て「何かす

ることある」と言

ってきたので， 

ＡＥＤを持ってく

るように依頼し

た。Ｇ教諭が「大

丈夫ですか？」と

尋ねてきたので，

「大丈夫じゃな

い。誰か人を呼ん

できて」と要請し

た。 

[用務主事室] 

救急車の動線を確保

するために，正門の

鍵を取りに１Ｆ用務

主事室へ 

[保健室]栄養士 

保健室にＳさんがいると思い向

かったが，いなかったので教室

へ 

[３Ｆ多目的室前]Ｊ教諭 

人だかりができていたので，子

どもを教室の中にいれる。 

[３Ｆトイレ前廊下]Ｈ教諭 

廊下がとても騒がしくなってい

たため，児童をそれぞれの教室

に入れる。 

[３Ｆ女子トイレ前]Ｇ教諭 

 

  （13：34） 

[職員室] 

保護者に電話し，「僕がチ

ーズ入りのチヂミを食べ

させてしまったことと，救

急車を要請したこと」を伝

えた。エピペンを打ったの

かを聞かれたところで，電

波が悪く電話が切れる。 

  [校門] 

校門の鍵を確認後，

Ｓさんのいる３Ｆへ

移動 

[5-2 教室]栄養士 
教室に行くとＧ教諭がエピペン
を出しているところだったの
で，大丈夫だと思い職員室へ 
[職員室]Ｇ教諭 
職員室に行くと担任が電話をか
けていたので，「エピペンは？」
と聞いたところ机の上にあると
言ったので，すぐに 5-2 の教室
に戻る。 
[5-1 教室]Ｉ主幹教諭 
清掃を丁寧に行っていたとこ
ろ，教室にいない児童がいたの
で，他の児童に尋ねると，廊下
に行ったことを聞く。 
[2Ｆ高学年算数教室前]Ｆ教諭 
スクールサポーターにＡＥＤは
どこ？と聞かれたので，１Ｆ用
務主事室前の設置場所まで走
り，後からきたスクールサポー
ターに渡す。 
 

13：35 

5 校 

時目 

（13：35） 

 

[３Ｆ女子トイレ] 

校長と一緒にトイ

レの個室からＳさ

んを出し，仰向け

に寝かし，心臓マ

ッサージを行っ

た。 

[３Ｆ女子トイレ] 

Ｇ教諭からエピペン

を受け取る。Ｓさん

を養護教諭とトイレ

の個室から出し，Ｇ

教諭に毛布を保健室

に取りに行かせる。 

[職員室]栄養士 
職員室に行くと担任が保護者と
電話で話しをしており，「チヂ
ミを食べさせてしまった。」と
答えていた。 
[5-2 教室]Ｇ教諭 
5-2 の教室に行き，エピペンを見
つけ３Ｆ女子トイレにいた校長
にエピペンを渡す。 
[5-2 教室前]Ｉ主幹教諭 
5-2 教室前に行きどうしたのか
と尋ねると，Ｓさんが倒れたこ
とを知らされる。 
スクールサポーターがエピペン
を見つけるのを見届ける。 
 

  ★13:36 

[事務室] 

事務室に保護者から電話

が入ってきて「エピペンを

打つよう」求められた。 

  [３Ｆ女子トイレ] 
Ｓさんの右大腿部に
エピペンを注射す
る。 
スクールサポーター
がＡＥＤをもってき
たので，電源を入れ，
パッドはスクールサ
ポーターがＳさんに
貼り付けた。ＡＥＤ
からは，「通電は必
要なし」とメッセー
ジが流れた。 

[３Ｆ女子トイレ]Ｈ教諭 

校長がエピペンを打つ様子をみ

る。 

[保健室へ]Ｇ教諭 

校長が毛布みたいなものがあっ

た方がよい」と言ったので，保

健室に取りに行く。 

[5-2 教室前]Ｉ主幹教諭 

廊下にいた子どもたち(5-2･5-1 

,6 年）を教室に戻し座らせる。 
 



- 4 - 

時間割 時刻 担 任 養護教諭 校 長 その他教員等 

  （13：38） 

[３Ｆ女子トイレ] 

Ｓさんの様子を見て救命

措置が必要と思い，人工呼

吸を行った。 

[３Ｆ女子トイレ] 

心臓マッサージを

続けた。 

[１Ｆ昇降口へ] 

救急車を迎えに１Ｆ

に移動 

[校庭]栄養士 
保護者から何かあったら慈恵に
搬送するように言われていたの
で，救急隊にそのことを伝えに
行ったが，断られた。 
[１Ｆ昇降口]Ｊ教諭 
救急車が来るので，校庭対応に
行く。 
[校門へ]Ｈ教諭 
救急車を誘導するよう指示され
たため，校門へ行く。その後，
校長が救急隊を誘導したため，
校庭にいた 4-1 の子どもたちを
プール側ゴール前に座らせた。 
[保健室]Ｇ教諭 
毛布を取って 3Ｆ女子トイレへ 
[1-1 教室・校庭]Ｍ教諭 
授業をしていたら，4年生が校庭
で騒いでいたので注意。クラス
の児童に指示を出し，校庭で様
子を見ようとしたところ，救急
車が入ってきてので，4年生にど
くように指示。Ｈ教諭が来たの
で，クラスに戻った。 

  （13：40） 

[３Ｆトイレの前] 

救急隊が到着したので，ト

イレの前の廊下で待機 

[３Ｆ女子トイレ] 

近くにいたＨ教諭

に，エピペンを打

った校長に救急車

に同乗するよう伝

えてくださいとお

願いした。 

[３Ｆ女子トイレ] 

救急隊を女子トイレ

に誘導 

[各教室を回る]Ｊ教諭 

各教室を回り，教室内にいるよ

う指示するとともに，教室のカ

ーテンを閉めた。 

[３Ｆ女子トイレ]Ｈ教諭 

4-1 担任のＧ教諭が校庭に戻っ

てきたため，再び３Ｆ女子トイ

レに向かった。 

[校庭]Ｇ教諭 

校庭に児童がいたので，校庭に

行く。 

[2Ｆ教室を回る]Ｉ主幹教諭 

Ｊ教諭と手分けをして，2Ｆ教室

を回り，教室内に待機すること

と，カーテンを閉めるよう指示

をする。 

      

  [３Ｆ女子トイレ] 

救急隊から心肺停止

と聞き市教委への連

絡が必要と判断し，

校長室へ 

[３Ｆの 5年教室]Ｉ主幹教諭 

５年児童への学習を指示した後

１Ｆに状況確認へ向かう。 

[校長室へ]Ｈ教諭 

養護教諭からエピペンを打った

校長を連れてきてくれと言われ

たので，校長室へ 

  ★13:45 

    [校長室] 

市教委へ第一報を行

った。 

[校庭]Ｉ主幹教諭 

校庭にいた 4-1 を教室に戻るよ

うに指示 

  (13：45 頃) 

救急車に同乗してよいか

校長に確認したが，学級に

戻るよう指示された。   

[３Ｆ女子トイレ] 

市教委へ第一報を行

ったのち，Ｓさんの

いる３Ｆ女子トイレ

へ 

[３Ｆ女子トイレ]Ｈ教諭 

校長と一緒に３Ｆ女子トイレに

向かった。 

    

[１Ｆ昇降口] 

Ｓさんが運ばれるときに

1Ｆ昇降口へ 

[１Ｆ昇降口へ]     

  (14：00 頃) 

[１Ｆ昇降口付近] 

救急車を見送る 

[１Ｆ昇降口付近] 

救急車を見送る。 

[１Ｆ昇降口へ] 

救急車に同乗し病院

へ 
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 ２ これまでの取組 

  

(1) 取組経過 
 

    市及び教育委員会は，児童の死亡事故を受け，「調布市立学校児童死亡 

事故検証委員会」における事故の検証に加え，「調布市食物アレルギー事故 

再発防止検討委員会」にて再発防止に向けた検討を重ねてきました。 

その中で，平成２５年７月に「調布市食物アレルギー事故再発防止検 

討結果報告書」がまとめられ，食物アレルギー事故の再発防止に向けた 

対策の方向性，留意点，課題等が示されました。 

    この報告書の提出を受けて，教育委員会では，食物アレルギーのある児童 

生徒が，他の子どもたちと同じように給食を楽しめることを目指し，報告書 

の提言を基軸とした学校給食の食物アレルギーに関する基本的な考え方 

及び対応方針を示した「食物アレルギー事故再発防止に向けた取組方針」を 

平成２５年１１月に策定しました。 

 

(2) 食物アレルギー事故再発防止に向けた取組方針 
 

      教育委員会は，食物アレルギーのある児童・生徒が，他の子どもたちと 

同じように給食を楽しめることを目指し，食物アレルギー対応の学校給食 

を提供するとともに，児童・生徒への指導や保護者をはじめとする大人へ 

の啓発を進め，アレルギー発症の未然防止に留意し，学校給食における食 

物アレルギー事故の再発防止に努めることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学校給食に関する基本的な考え方】※取組方針より抜粋 

 

１ 調布市教育委員会は，給食施設，食物アレルギーのある児童・生徒の状況等に基づ 

き，医師の指示に従い，対応可能な範囲で食物アレルギーの児童・生徒への給食を提 

供します。 
 

２ 調布市教育委員会は，食物アレルギーのある児童・生徒へ，正しい診断に基づいた 

必要最小限の食物除去を行いながら，適切な栄養素の確保，生活の質を維持するよう 

配慮します。 
 

３ 調布市教育委員会は，食物アレルギーのある児童・生徒と他の児童・生徒が，発達 

段階に応じて，互いの違いを認め合い助け合う中で，みんなが同じように給食時間を 

楽しみ，食を通して成長していくことを目指します。 
 

４ 調布市教育委員会は，食物アレルギーについて正しい知識を身に付けるよう，学校 

の教職員等へ研修等を行うことはもとより，市民への啓発に努めます。 

■調布市立学校児童死亡事故 

検証結果報告書 

(平成２５年３月) 

■調布市食物アレルギー事故 

再発防止検討結果報告書 

(平成２５年７月) 

■食物アレルギー事故 

再発防止に向けた取組方針 

 (平成２５年１１月) 
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ア 「学校給食に関する基本的な考え方及び対応方針」に基づき，その実現に向けて， 

教育委員会が一体となって取り組みます。 

  イ 子どもの命を守ることを最優先に，報告書の提言を受け止め，事故再発防止に 

全力で取り組みます。 

 

  上記の取組方針（ア・イ）を踏まえ，教育委員会は以下の９つの項目について，重点的に 

取り組みます。 

 

【食物アレルギー事故再発防止 重点的な取組】 
 

項 目 取 組 具体的な内容 

重点取組１ 的確な現状把握 

○学校における取組状況及び校内体制，給食施設等の現状を的確に把握し，検証を行う。 
○食物アレルギー等のある児童・生徒のアレルギー症状や日常の生活状況等を正しく把握
し，正しい判断に基づいた対応を行う。 

○教職員の意見・要望等を積極的に把握し，取組に反映させる。 

重点取組２ 
除去食等の提供に関する

マニュアルの策定 

○ガイドラインを補足する，除去食等の提供手順などについての具体的なマニュアルを策
定し，指導・徹底を図る。 

重点取組３ 
食物アレルギー対応に関

する対策の予算確保 

○危機管理的観点から，緊急対応が必要な取組について迅速に対応するとともに，施設の
改善等，中長期的な対応を要する取組については，調布市基本計画等に的確に反映し，

必要な人員・予算の確保を図る。 

重点取組４ 校内体制の確立・運営 
○各校の食物アレルギー対応委員会が，家庭，学校医，教育委員会事務局等と連携しなが
ら，校内における連絡・報告・確認・指導・情報共有などを的確に行う体制を構築し，
効果的な運営に努める。 

重点取組５ 医療機関等との連携 
○調布市医師会，学校医及びかかりつけ医等の医療機関などと連携を図ることにより，学
校生活管理指導表の記入及び学校における管理指導表に関する助言や，児童・生徒のア
レルギー症状に合わせた相談・指導などのサポート体制を構築する。 

重点取組６ 緊急対応体制の確立 

○緊急時に備え，教職員の役割分担の明確化を図り，校内研修・シミュレーション訓練等
を定期的に実施することで，実践的な技能の向上に取り組む。 

○東京慈恵会医科大学附属第三病院との連携による，アナフィラキシー対応ホットライン

の積極的な活用を図る。 

重点取組７ 給食指導の充実 
○食物アレルギーのある子どもも，そうでない子どもも，共に生きる力をつけることを目

的として，食物アレルギーについて正しい知識を深める給食指導を行う。 
○保護者に対しても，理解や協力が得られるよう，普及・啓発・情報共有に努める。 

重点取組８ 効果的な研修体制の構築 
○教育委員会事務局職員や教職員の危機管理意識の向上を図るため，それぞれの職種・職
層に応じた効果的な研修体制を構築する。 

重点取組９ 事務事業等の進行管理 

○専門的な知識を有する者や食物アレルギーのある児童・生徒の保護者等が参加する第三
者機関による評価や市長部局との情報共有･連携強化のしくみを構築する。 

○国や都の対策との整合性を図るなかで，食物アレルギーに関する取組が有効に機能して

いるか，継続的に点検・改善等を実施する。  

 

 

【基本的な対応方針】 

各小学校の給食施設，食物アレルギーのある児童の状況等に基づき，医師の指示に 

従い，学校として対応可能な範囲で，食物アレルギーのある児童へ給食を提供する。 

なお，中学校の給食は，親子方式（近隣小学校で給食をつくり中学校に提供する方式）

であるため，食物アレルギーのある生徒は，各自で除去対応を行うものとする。 
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(3) 計画への位置付け 
 
  ア 調布市基本計画 

 基本的取組の一つである「安全・安心な学校づくり 

の推進」において「食物アレルギー対策の推進」を 

位置付け，調布市立学校食物アレルギー対応マニュ 

アルを適正に運用することで，事故が二度と起こら 

ないよう，引き続き再発防止策を実施する必要があ 

ることから，食物アレルギーのある児童・生徒に対し， 

医師の診断や給食施設の状況等に応じて，給食を提供 

することとしています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

イ 調布市教育プラン 

施策６「安全・安心な学校づくりの推進」において「食物アレルギー 

対策の推進」を主要事業の１つとして位置付け，食物アレルギーのある 

児童・生徒に対し，医師の診断や給食施設の状況等により，対応可能な 

範囲で給食を提供するとともに，アレルギー対応専用調理室を給食室の 

改修工事にあわせ計画的に整備することに加え，校内研修・訓練を実施 

し，教職員の意識・知識・技能の向上に努めるなど事故が風化すること 

のないよう，学校における食物アレルギー対策を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■調布市基本計画(令和元年度～令和４年度) 

■調 布 市 教 育 プ ラ ン 
(令和元年度～令和４年度) 


